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玉
川
村
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て

お
目
出
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
旧
年
に
倍
し
て
健
康
な

体
を
基
に
村
の
皆
様
の
声
を
村
政

に
生
か
す
べ
く
努
力
す
る
覚
悟
で

あ
り
ま
す
の
で
特
段
の
御
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

当
面
す
る
問
題
に
千
五
沢
ダ
ム

の
建
設
、
小
学
校
統
合
校
舎
建
築

（
敷
地
買
収
）
農
地
造
成
等
数
限

り
な
く
あ
り
ま
す
が
、
関
係
者
の

理
解
と
協
力
あ
っ
ェ
の
み
成
り
得

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
つ

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
0

私
は
常
に

＇「
総
親
和
総
努
ガ
」
を
力
説
し
て

居
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
和
と
努

力
を
村
長
の
た
め
に
で
は
な
く
、

村
発
展
と
百
分
自
身
の
た
め
に
発

揮
さ
氏
ん
こ
と
を
お
祈
り
し
て
居

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

特
に
昨
年
、
千
互
沢
ダ
ム
予
定

地
の
1

・筆
測
量
調
査
に
つ
い
て
は

千
五
沢
の
皆
様
に
御
理
解
を
戴
き

感
激
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。

カ
の
あ
る
限
り
皆
様
心
御
期
待

に
そ
う
よ
う
働
く
覚
悟
で
あ
り
ま

す
。
新
年
に
あ
た
り
諸
事
業
を
胸

に
だ
き
し
め
な
が
ら
、
昭
和
四
十

三
年
が
健
康
で
明
る
＜
、
経
済
発

展
の
村
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
念
じ

っ
A
f

、
新
年
の
御
あ
い
さ
つ
と
致

し
ま
す
。
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会
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担
当
者
会
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九
日
農
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委
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会
議

一
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日
よ
一
・
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日
泉
収
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所
関
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葉
た

t

ば
こ
収
納
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農
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廃

道

◇
第
四
回
定
例
会

去
る
十
二
月
二
十
五
日

全
員
出
席
の
も
と
開
催
会

期
三
日
を
決
定
、
村
長
ょ

り
提
案
理
由
の
説
明
が
あ

り
、
引
続
き
、
四
審
議
員

よ
り
、
農
業
構
造
改
善
事

業
に
つ
い
て
、
及
び
災
害

復
旧
事
業
に
つ
い
て
の
一

般
質
問
が
あ
り
、
左
記
の

四
議
案
を
審
議
決
定
終
了

こ。

し

t
議
案
第
三
十
二
号

道
路
、
路
線
の
廃
道
に

ん
'

/,/ 

道

理

由

（
議
案
第
三
十
二
号
）

つ
い
て
。

議
案
第
三
十
三
号

道
路
、
路
線
の
認
定
に

つ
い
て
。

議
案
第
三
十
四
号

専
決
処
分
事
項
の
報
告

に
つ
い
て
。

叢
案
第
三
十
五
号

議
会
の
議
員
そ
の
他
非

常
勤
の
戦
員
の
公
務
災

害
補
償
に
関
す
る
条
例

の
設
定
に
つ
い
て
。

外
に
請
願
書
九
件
に
つ

い
て
処
理
決
定
を
し
た
。

議
会
だ
よ
り

～、
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わ
が
村
の
農
業
構
造
改
善

事
業
も
二
年
目
を
迎
い
、

本
年
度
で
ほ
場
膝
備
工
事

は
終
了
す
る
こ
と
に
な
り

四
十
三
年
度
は
専
ら
近
代

化
経
営
施
設
に
つ
い
て
事

業
を
進
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

本
り
度
の
ほ
場
盤
備
事

業
は
九
月
二
六
日
一
三
名

の
指
名
業
者
に
よ
っ
て
入

札
を
行
い
、
そ
の
結
果
中

地
区
一
八
、
七
ha
に
つ
い

て
は
一
、
三
三
八
万
円
で

矢
吹
町
高
田
工
業
に
、
北

須
釜
第
一
工
区
一
九
、
六

ha
に
つ
い
て
は
一
、
一
六

三
万
円
で
石
川
町
水
谷
工

業
に
、
第
一
―
二
、
に
落
札
し
、
直
ち
に
契
約

五
ha
に
つ
い
て
は
五
五
二
を
い
た
し
、
十
月
十
五
日

万
円
で
矢
吹
町
三
柏
工
業
に
工
事
羞
工
い
た
し
ま
し

'
農
業
構
造
改
善
事
業
（
須
釜
地
区
）

た
。
―
―
一
月
一

O
H
完
成
の

予
定
で
只
今
工
事
を
進
め

て
お
り
ま
す
が
‘
―
二
月

末
ま
で
に
六

0
％
の
進
捗

を
し
て
お
り
、
期
間
内
完

成
を
目
指
し
て
寒
風
と
戦

い
な
が
ら
工
事
を
進
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
昨
年
度

の
よ
う
な
工
事
の
遅
延
は

天
候
の
異
変
で
も
な
い
限

り
予
定
ど
お
り
終
る
も
の

と
思
は
れ
ま
ず
。

以
上
の
ほ
場
照
備
事
業

の
外
に
四
二
年
度
に
は
、

中
地
区
に
は
ホ
ッ
プ
乾
燥

所
一
棟
二

0
八
平
方
米
と

三
台
の
花
摘
機
の
施
設
が

導
入
さ
れ
、
北
須
釜
地
区

に
ほ
共
同
育
苗
施
設
ニ
ケ

所
と
た
ば
こ
乾
燥
施
設
一

0
棟
（
一
棟
四

0
、
五
平

方
米
)
が
設
置
を
終
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
の
農
構
事
業
実

施
地
区
の
水
稲
に
つ
い
て

は
、
他
地
区
も
殆
ん
ど
同

程
度
の
収
穫
を
得
ら
れ
ま

し
た
が
、
畑
作
地
区
の
た

ば
こ
に
つ
い
て
は
、
有
機

質
肥
料
の
不
足
と
干
ば
つ

の
た
め
黄
変
が
お
く
れ
、

第
一
回
の
収
納
に
お
い
て

は
予
想
外
の
賠
償
金
と
な

っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
に
つ
い
て
も
本
年
は
前

者
の
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う

に
お
互
に
研
究
反
省
し
て

所
得
の
拡
大
を
計
る
こ
と

に
努
め
た
い
。産

0
0
0に
関
す
る
請
願
書

先
に
広
報
に
掲
載
し
ま
し
た
が
最
辻
提
出
さ
且
る
請

願
書
を
み
ま
す
と
様
式
が
ま
ち
ま
ち
で
賂
理
す
る
の
に

困

ま

す

の

で

次

の

様

式

で

提

出

し

て

下

さ

い

0
 0
0
に
関
す
る
請
願
書

請
願
り
趣
旨
及
び
、
理
由

｀
何
々
…
…

◎
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
な
ら
ば
議
．
芸
事
務
局
宛
お

間
合
せ
下
さ
い
。

玉
川
村
議
会0

0
0
0
殿 氏

月

日

J
1
ー

｛
寸

1
ー

札

f

1

,

＇’

請

願

臼

住

所

名

印

紹
介
議
員

氏

名

印

二
表
紙
[
)

請
願
書
の
提
出
要
領
に
つ
い
て

業

課
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·•· 4? 年 1 月 1 日現 I 4 3 年 1月 1・日現

部落名 戸 数 男女56閲 計戸数男 女 計

Jll 辺 196 戸 518 人 ．ャ 1, 086 人，＇ _、 194 戸 495人 567人 1, 06,, 2 人

. . . 

蒜 .. 生 39 , 112 lil 

• ー- 打ー'~:2~ 1322 3 ・-.: 

39 109 110 219・ 
. . ・・. .>: ..、

小高・ 217 557 
--_ ヽ5ー7・.・・-5 - . 220. 551 568 J, 119 

．．： :. ・.一. ...
: 一

中 135 331 355 686 132 333 343 676 

『 -3、•67" 、
．ヽ 、ヽ●~ ．． 

761 .cte. 完 崎 130 
.~ . ~ 3294~ ~ 6 0 

ー 、763 135 3"65 396 

． ・24i， •.. ,._ 

岩法寺 78 481 79 234 245 479 

: 2.,.1. 26. , .. 
，ヽ

'4, . 37-1 小 計 795 2,245 799 2,087 2,229 4,316 

296 南須釜 . .298 , - • 777 - •· 798 1,575 768 781 1,549 

北須釜、9 →

鴫．

.. 153 433 ~. 431 864 151 418 432 、 850.. 

吉 78 216 229 445 78 210 228 438 

103 山小屋 44 105 133 238 44 130 233 

山新田 8 20 28 48 8 20 27 47 

四辻新田 50 141 I I . 1,71640 1 3,24a52 2I1・・6249 6 135 134 269 

小 計 631 1,692 1,654 1,732・1 3,3861 

合計 I1,4261 3,srn J 4,005 I 7,8231 1,425 I 3,741 I 3,961 I 7,702 

昨
年
一
月
よ
り
十
二
月

ま
で
一
年
間
出
生
は
男
五

三
名
、
女
三
七
名
計
九
〇

名
死
亡
は
男
三
八
名
。
女

二
二
名
計
六

0
名
、
転
入

男
一

0
五
名
、
女
―
二
三

我
が
村
の
人
口
は

昨
年
よ
り
―
二
名
減

名
計
ニ
ニ
八
名
、
転
出
男

一
九
五
名
、
女
一
八
四
名

計
三
七
九
名
で
差
引
―

―
―

一
名

り
減

，こ
な
っ

て
お
り

ま
す
。
昨
年
一
月

一
H
と

本
年

一
月
一
日
現
在

の
部

落
別
の
戸
数
及
人
口
は
、

次
の
通
り
で
す
。

一
月
七

H
玉
川
村

公
民
館
で
第
一
〇

回
の
玉
川
村
碁
将

棋
大
会
を
開
催
約

五

0
名
が
参
加
午

前
九
時
戦
い
を
開
始
和
気

あ
い
あ
い
の
う
ち
に
午
后

四
時
半
大
会
を
終
了
し
ま

将将
ニー棋三ニー；棋 三二
位位 B(立位 位A位位

，． 級 ・ . . 級
吉田 ‘ン 橋矢小 久 小

田＇子本 吹＂針採針

い国 鉄粕 六
木

徳 安

実夫 雄助 良lj 雉 司

一
月
一
日
か
ら
戸
籍
関

係
の
手
数
料
が
、
従
来
一

件
（
枚
）
四
十
円
で
あ
っ

た
も
の
が
五
十
円
に
改
正

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

こ
。

キ‘

ご
承
知
の
と
お
り
、
戸

籍
の
手
数
料
は
国
が
政
令

及
び
省
令
で
定
め
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
昨
年
十

二
月
十
五
日
そ
の
改
正
が

あ
り
、
本
年
一
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

戸
籍
謄
抄
本
な
ど
を
請

求
さ
れ
る
よ
う
な
時
に
、

間
違
い
の
な
い
よ
う
、
念

の
た
め
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
つ
い
で
に
戸
籍
の

謄
、
抄
本
の
こ
と
に
つ
い

て
参
考
ま
で
に
お
知
ら
せ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

0

一
戸
籍
の
謄
本
は
、

一
っ

の
戸
籍
（
普
通
の
場
合
は

婚
姻
届
を
し
て
い
る
夫
婦

と
、
そ
の
子
で
未
婚
の
者

で
作
ら
れ
て
い
る
）
を
そ

・

の
ま
と
写
す
こ
と
に
な
っ

'

て
お
り
、

親

子
三
人
ま
で

が
一
枚
、
そ
れ
か
ら
ば
四

人
毎
に
一
枚
づ

4

に
な
り

ま
す
。
例
え
ば
親
子
と
も
一

:•9 

七
人
ま
で
は
二
枚
に
な
る

訳
で
す
。

-
-
'
,
4

ぷ．． • ‘

こ
丘
民

課
）

第1.0回
II II I I I 111111111111111ヽ

玉
川
村
其
芦

必
棋
大
会

し
た
。

人
賞
者
は
次
の
方

々
で
す
。

碁

A
級

一

位

小

泉

元

吉

二

位

小

針
千
代
之
助

三

位

関

根

栄

B
級

角

田

文

弥

三

位

木

戸

峰

夫

将
棋
C
級

一
位

矢

吹

常

昭

戸
籍
の
手
数
料
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

抄
本
は
必
要
な
者
だ
け

を
抜
き
書
き
す
る
訳
で
す

が
、
枚
数
は
謄
本
と
同
じ

で
三
人
ま
で
は

一
枚
、
七

人
ま
で
が
二
枚
に
な
り
ま

す
。
普
通
の
場
合

一
人
で

す
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
知
っ
て
お
く
と
便
利
か

と
思
い
ま
す
。

謄
抄
本
を
請
求
す
る
時

は
、
ま
づ
本
籍
を
ハ
ッ
キ

リ
と
し
て
い
た
ゞ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ょ
く
東
京

等
か
ら
郵
便
で
抄
本
を
至

位位

小高
針原

敬広

治進

急
送
れ
と
来
る
の
で
す
が

ど
こ

の
誰
か
探
す
の
に
苦

労
す
る
}
＼
と
が
た
び
た
び

あ
り
、
特
に
女
の
場
合
、

村
内
に
は
同
じ
よ
う
な
名

前
が
あ
っ
て
、
ど
こ
の
人

か
を
判
定
す
る
の
が
む
づ

か
し
く
、
更
に
照
会
し
て

か
ら
作
る
と
い
う
不
都
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
知
り

合
い
の
方
々
に
つ
い
で
の

節
に
お
伝
え
願
い
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
抄
本
が
「
妙

本
」
だ
っ
た
り

「沙
本
」

だ
っ
た
り
、
謄
本
が
ま
る

っ
き
り
何
と
い
う
字
な
の

か
判
読
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

考
え
て
見
る
の
も

一
考
か

と
存
じ
ま
す
。
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選
挙
法
の

i

部
が
改
正

さ
れ
、
永
久
選
挙
人
名
簿

に
な
っ
た
こ
と
は
御
承
知

の
こ
と
で
す
が
、
今
年
ほ

各
極
選
挙
が
執
行
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
＊
子
。

名
湖
に
登
録
さ
れ
て
な

い
人
は
、
自
分
の
代
表
者

を
選
ぶ
選
学
（
投
票
）

に

参
加
出
釆
ま
社
ん
の
で
、

次
に
該
当
さ
れ
る
人
は
至

急
中
出
く
だ
さ
い
。

(
9
永
久
送
挙
人
名
薄
に
登

録
さ
れ
て
な
い
人
で
、

木
村
に
住
所
を
有
し
年

令
涸
二
十
オ
に
達
し
た

人
盆
新
有
権
考
）
又
ほ

年
令
満
二
十
才
以
＇
上
で

木
村
に
住
所
を
有
す
る

A
L

と
に
な

っ
た
者
（
転

入
者
）
は
、
そ
の
都
度

申
出
を
す
る
こ
と
、
申

出
を
す
る
湯
合
は
必
ず

夕 吉 ク

園
圏
団
同
―

必

ず

ー
担
停
車
を

前
住
所
地
の
「
選
挙
人

名
簿
窃
録
証
明
吾
」
又

は
「
未
登
録
証
明
害
」
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

④
申
出
さ
れ
た
者
に
つ
い

て
ほ
、
毎
年
l

-

＿月一

a

九
月
一
日
ま
t

占
だ
巾
出
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一

水

引

溝

井

一

郎

一

一

，
落
替
の
凸
を
り
く
れ
ば
吾
が
桂
え
し
杉
の
水

＂

R
 

＇
立
が
競
ふ
弁
並
ら
び

一

n
ャ

＂
添
葉
ふ
む
足
音
ば
か
り
た
っ
山
漆
去
年
よ
り
~

tた』

9

-

＂
伸
び
し
杉
の
群
｀
ュ

．

"

0

の
畦
に
只
く
見
え
す
く
影
お
り
叉
ふ
C
も

5

ヽ-
＊
を
引
く
人
多

L

• 一

叩
わ
ず
か
な
る
水
の
流
れ
を
た
め
さ
ん
と
杖
早
~

一
の
白
さ
花
を
流
し
ぬ

一

曲
宮
嗚
も
遠
く
去
り
て
山
肱
に
赤
く
た
、
‘
t
t
L
"

i

日

没

の
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あ
っ
た
分
を
貰
格
を
開

杏
し
―
―

-g-―
十
日
九
月

111 
+
H
の
二
回
定
時
に

苔
録
J
1
る。

キ
の
他
”
ゞ
ま
か
い
点
は

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
た

づ
ね
く
だ
さ
い
。

政
治
参
加
へ
の
第
歩
は

ー
ー
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
出
か
ら
ー
ー

誼

三 t掛をで 踏な
0~· け発す需貨特切い毎
lll でて見か 物急宰日日

iA走．もしら ダIf万ii故が 0
がつ八て罷亨車車はめ妍
なて〇プ祖 起づ閲
け い 血レが，，，，，，時きらに
れての 1苺 速てし見
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春

関
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初

吋

や

一

っ

の

索

の

漑

さ

て

＂ 呻

初

御

空

い

つ

し

か

走

L
日
は
自
然

＂
れ
し

rん

一2

．て＂

の

小

令

に

達

＜
焚

昏

る

る

窒

山
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み
く

の
く
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雪
の
日
多
し
神
の

こ
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血

乏

ぷ

i

雪

の

歳

王

眩

し

く

視

力

衰

い
11

血

ク

リ
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マ
ス
舘
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の
赤
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七
味
灸
り
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よ
う
。特

に
耕
転
機
の
運
釈
は

長
物
を
梢
哉
す
る
為
合
、

檄
誠
な
迎
過
．＇
グ7
r
も
貨
哉

物
が
残
る
協
合
が
あ
る
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

根

栖

泉

四竜 小 ）JI 
辻

部

新
田埼益辺 落

十
二
月

ご
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

手

二
月
分
の
死
亡
届
菩
か
ら
）

死
亡
者
氏
名
世
帯
主
名
続
柄

鈴

木

”

ナ

之

次

郎

主

明

の

父

矢

吹

徳

治

明

父

小

林

ハ

ナ

啓

母

器

井

〈

ツ

消

祖

先
月
の
日
誌
よ
り

享
一
＿

1
奎
財
務
濫
査

享
―
―
村
有
林
平
ケ
谷
地

問
伐
泉
中
P
T
A

百
日
咳
、
ヂ
フ
テ
リ
ヤ

ー

ー

1

予

防

竪

筵

支

所

立
派
な
油
絵
が

「ー

寄

贈

さ

れ

ま

し

た

ー

―

―-・―
――
ク
塁
子
セ
ッ
・
ク
ー

-＝-・―
―――

烹

病
検
診

享
函
総
務
委
只
会

玉
川
村
川
辺
出
封
の
熊
の
有
意
義
な
話
を
閑
か
せ

キ
五
沢
、
河
平
洞
呈

田
蒜
作
さ
ん
・
（
現
康
京
在
て
下
さ
っ
た
上
写
．兵
の
よ

-
＝
-
'
-
＾
学
校
蕨
地
買
収
委

位
）
よ
り
玉
川
村
に
ウ
派
う
な
額
入
油
摯
乙
寄
贈
下

盈
絵
．
（
乙
字
ケ
滝
）
を
さ
い
ま
し
た
。
早
速
村
長
員
会

寄
瞭
さ
れ
ま
し
た
。
室
に
掲
げ
ま
し
た
の
いで
、村

享

1

～
日
農
稲

誓

一

月

五

H
玉
川
村
醤
忍
御
出
の
節
は
御
＝
―
色
母
畑
士
地
改
良
区

役

掲

に

御

出

に

な

り

役

湯

賞

為

下

さ

い

。

総

代
送
挙
会

巌
負
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
寄
陪
さ
れ
た
油
絵

―
i-・―1

1

民
牛
委
員
会

享
―
-
＝
月
例
監
査

ク

移

動

保

儒

所

開

設

-＝-
.＝声
笞
四
回
定
例
村
哉

会l-_.-
i＾御
用
納

翌
・
＿
•
[
御
用
治

一
・
六
浩
防
出
初
式

泉
郷
収
納
所
葉
た

ば
こ
収
納
日
割

-．-̂
J
I
I

辺

＝
組

一
九
ク

i-0JiI辺
＝

森

生

――――

蒜
生
小
高
―
―

―――
t

＿
小
高
―
―

―-g

小
古
？
―
中

-―

立

中

岩

法

寺

―
―
-
（
岩
法
寺

―
―
七
々

芸

む

法

寺

竜

崎

——10~ 

崎

―――
―

ク

―-・↑
.

1

竜

崎

小

屈

一

1

一
小
涵

一

川
辺

一

＾
川
辺

一

な
お
須
釜
収
柄
所
胡
係

第
二
回
の
収
納
竺
一

h
-
i

十
三
日
よ
り
行
ば
れ
る
予

定
で
す
。

葉
た
は
こ
収
納
成
綬

宕
羹
第
一
回
分
）

須
釜
収
納
所
関
係
訳
た
た

ば
こ
収
納
は
十
一

H
二
十 母
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郎
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忠
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大
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田
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